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第 81号

昭
和
六
十
三
年
度
の
当
初
予
算

つ
一
般
会
計

「
特
別
会
計

J、え

村
民
の
皆
様
の
行
政
に
対
す
る

温
か
い
ご
理
解
に
よ
り
、
六
十
二

年
度
の
行
政
も
願
調
に
進
展
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
文
、
財

政
面
に
お
き
ま
し
で
も
、
大
き
な

余
裕
を
持
っ
て
六
十
三
年
度
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、

誠
に
有
難
く
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
当
初
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
十
三
億
四
千
万
円

特
別
会
計
四
億
三
百
万
円

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
社

会
情
勢
や
地
方
財
政
の
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
経
費
全
般
に
つ
い
て

節
減
合
理
化
を
図
り
、
村
民
福
祉

の
充
実
向
上
を
基
調
に
「
活
力
あ

る
個
性
豊
か
な
村
」
の
実
現
を
図

る
た
め
、
昨
年
の
当
初
予
算
に
対

し
、
一
一
・
九
%
増
の
積
極
的
な

予
算
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
基
本
構
想
で
あ
り
ま
す
「
心

豊
か
で
逗
し
い
農
林
業
の
村
」
実

わカh昭和63年 5月25日(1) 

十
三
億
四
千
万
円

四
億
三
百
万
円

現
に
財
源
の
重
点
配
分
を
行
い
、

ふ
る
里
の
宿
を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

と
し
た
観
光
開
発
特
産
品
の
開
発

を
始
め
、
地
域
経
済
の
発
展
を
図

る
た
め
公
共
事
業
を
確
保
し
、
村
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は

一
、
ふ
る
さ
と
公
園
整
備

九
千
四
百
万
円

二
、
農
道
改
良
舗
装
事
業

農
道
赤
ヶ
滝
地
区
外
一

O
件

一
億
七
千
四
百
万
円

三
、
林
道
新
設
改
良
舗
装
事
業

林
道
日
境
線
外
二
路
線

二
千
三
百
万
円

四
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

村
道
植
松
中
津
線
外
九
件

一
億
六
千
八
百
万
円

な
ど
、
農
林
業
の
振
興
や
生
活
環

境
整
備
、
観
光
の
推
進
に
健
全
財

政
を
維
持
し
、
村
民
の
皆
様
方
の

協
調
と
共
助
の
力
を
得
な
が
ら
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

保

存

し

ま

し

よ

置盟..  置
発行

河辺村公民館

ft (0893)39-2111 

内線 26・27

表 1一般会計の構成表

う
)

佐川印刷 KK

吉田町北小路

ft(0895) 52-0600 

S. 62.5.1~1.862 (-64) 

S. 61. 5.1~1. 899 (ー101)

S. 60.5.1~1 ， 953 (-155) 

S. 59.5.1~1 ， 969 (-171) 

S. 58.5.1~2 ， 051 (-253) 

人のうごき
(昭和63年5月1日現在)

世帯数 580戸
男子 910人
女子 888人

計 1，798人

入

1，340，000 

歳

~ 563年度 562年度
比較

当初予算 当初予算

国 民 健 康保険 千円 千円 % 

事業 会計 165，569 178，724 7.9 

老人保健会計 135，655 109，907 20.0 

診療所会計 90，399 80，768 10.6 

簡易上水道会計 11，756 11，276 4.1 

計 403，379 380，675 5.6 

表 2特別会計

「
み
っ
と
も
な
い
で

ー
し
し
よ
う
。
は
ず
か
し
い
。

ド
ト
行
儀
よ
く
食
べ
な
さ
い

ト
ι

ゃ
。
」
「
笑
わ
れ
る
ぜ
、

円
。
あ
ん
た
の
食
べ
方
は
、

l
l

黙
っ
て
食
べ
な
さ
い
や
。

νャ
ど
う
し
た
子
じ
ゃ
ろ
と

思
わ
れ
よ
う
が
い
。
」

こ
れ
は
先
日
の
連
休
の
と
き
、

あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で

耳
に
し
た
言
葉
で
あ
る
。

あ
る
本
に
、
外
国
の
親
の
言
葉

で
、
同
様
な
場
面
が
の
っ
て
い
た
。

「
や
め
な
さ
い
。
隣
の
ひ
と
が

い
や
な
思
い
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

礼
儀
正
し
く
待
ち
な
さ
い
ね
。
」
「
他

の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ

と
は
、
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
食

事
の
マ
ナ
ー
を
守
り
な
さ
い
。
」

国
は
違
い
、
注
意
の
仕
方
は
違
つ

て
は
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
自
分

の
回
り
の
人
に
不
愉
快
な
思
い
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で

は
、
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

礼
儀
正
し
く
す
る
こ
と
は
、
人

の
間
で
決
め
ら
れ
た
約
束
ご
と
で

あ
る
。
約
束
ご
と
で
あ
る
な
ら
、

約
束
を
守
ら
な
く
て
は
出
来
る
は

ず
が
な
い
。

小
さ
い
頃
か
ら
、
一
つ
一
つ
約

束
ご
と
を
覚
え
さ
せ
、
大
人
に
な

る
ま
で
に
全
部
覚
え
、
そ
れ
を
日

常
の
生
活
の
中
で
正
し
く
実
行
す

る
よ
う
に
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

(
佐
)
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襲 現在)( S .63. 4. 1 

昭和63年 5月25日

※

医

師

氏

名

出
身
地

担

当

福

井

今
治
市

診
療
所
内
科 康

※
警
暴
官

氏

名

出
身
地

担

当

秋

篠

藤

大
洲
市

植
松
駐
在
所

※
社
会
教
育
指
導
員

氏

名

山

内

善

出
身
地
五
十
崎
町

担

当

同

和

教

育

儀行

※
教
職
員
の
人
事
異
動

。
河
辺
中
学
校

校

長

長

平

達

男

〈
豊
茂
小
学
校
か
ら
〉

教

頭

久

保

充

清

〈
内
子
中
学
校
か
ら
〉

教

諭

中

尾

秀

信

〈
長
浜
中
学
校
か
ら
〉

主

事

竹

本

勝

男

〈
魚
成
小
学
校
か
ら
〉
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昭和63年 5月25日(3) 

事 i所

務

教
育
次
長
一
加

館所

長

藤

河

辺

坂

本

北

平

局

長

山

局

長

梅 匂1幼 Y}J 

井田茂竜|宮田本木

康清拙

宗|守

嘉

誠

稚稚

園

稚

閣

雅

久

幸

男

看 i看|看出出

護|護|護

-:1-:1: 
前内納

公
民
館
主
事
一
石

公
民
館
主
事
一
松

園

調調教教教書

理理

諭
一
宮

諭

土

諭

名

記
一
長

気

iI811 
)11 木葉

雅

竜 Ii交気|橋|内

;|;lf 
本!井気

豊|亀

巴回

千
代
子

居本

升

岡

美
枝
子

キ
ヨ
カ

拙'一

実

八
重
子

美
栄
子 敬可。一小香i公子

。
河
辺
小
学
校

教

頭

佐

川

文

彦

〈
中
野
小
学
校
か
ら
〉

教

諭

福

桝

妙

子

八
北
平
小
学
校
か
ら
V

。
坂
本
小
学
校

教

諭

佐

川
〈
新
採
〉

千

栄

養

職

平

岡

〈
新
採
〉

佳

盲
必織

〈
〉
北
平
小
学
校

校

長

水

本

勝

好

〈
大
瀬
小
学
校
か
ら
〉

教

論

紙

田

直

美

八
久
米
小
学
校
か
ら
V

/ 
J 

。
河
辺
幼
稚
園

教

諭

宮

田

千

代

子

〈
北
平
幼
稚
園
か
ら
〉

。
北
平
幼
稚
園

助

教

諭

名

本

升

子

〈
河
辺
幼
稚
園
か
ら
〉



(4) 昭和63年 5月25日

み
ん
悲
参
加
し
よ
う
ノ
@

./'，ミ

今
年
度
の
活
動
計
画
が
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

公
民
館
活
動
は
J
め
な
た
が
主

役
で
す
。
積
極
的
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
村
づ
く
り
を
共
に
す
す
め

ま
し
ょ
〉
づ
。

大
活
動
方
針

社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と
づ

き
、
公
民
館
を
拠
点
に
し
な
が
ら

分
館
・
自
治
公
民
館
の
施
設
を
活

用
し
、
地
域
住
民
の
自
発
的
な
学

習
や
活
動
を
う
な
が
し
て
、
自
治

活
動
の
向
上
と
連
帯
意
識
の
か
ん

養
に
つ
と
め
る
。

大
重
点
的
な
取
り
く
み

ー
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
人
づ
く

り
を
め
ざ
す

1

一
分
館
の
自
主
的
な
活
動
を
奨
励

※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動

※
地
域
づ
く
り
座
談
会

※
世
代
聞
の
交
流
会

※
同
和
教
育
講
座
な
ど

二
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
活
動

を
推
進

わヌうλ第 81号

※
ふ
る
さ
と
祭
り

※
産
業
文
化
祭

※
花
い
っ
ぱ
い
運
動

①
青
少
年
対
象

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
、
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加

を
う
な
が
し
、
子
ど
も
会
や
青
年

団
体
の
指
導
者
養
成
に
つ
と
め
る
。

同
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

M
W
子
ど
も
会
活
動

防
青
年
学
習
会

同
世
代
間
交
流
会

①
婦
人
対
象

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
習

活
動
を
通
じ
て
婦
人
団
体
の
育
成

助
長
に
つ
と
め
、
生
活
改
善
の
合

理
化
を
は
か
る
。

同
幼
児
家
庭
教
育
講
座
(
父
母
の

教
室
)

同
婦
人
学
級

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

同
世
代
間
交
流
会

①
成
人
・
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
公
民
館
単

位
に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的

に
学
習
へ
の
参
加
を
促
し
、
生
き

が
い
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

同
地
区
交
流
講
座

M
W
高
齢
者
教
室

同
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会

同
高
齢
者
運
動
会

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

倒
世
代
間
交
流
会

①
文
化
活
動

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
う
つ
り

か
わ
り
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
文
化
活
動
を
育
成
助
長

し
、
う
る
お
い
の
あ
る
新
し
い
文

化
の
創
造
に
つ
と
め
る
。

開
館
報
の
発
行

附
県
立
図
書
館
移
動
文
庫
(
い
よ

じ
号
)
の
活
用

倒
産
業
文
化
祭

同
文
化
協
会
の
育
成

同
民
俗
資
料
の
収
集

同
扇
子
お
ど
り
の
保
存
伝
承

同
か
わ
べ
音
頭
の
普
及

例
文
化
財
め
ぐ
り

例
ふ
る
さ
と
祭
り

同
人
材
銀
行
の
活
用
一

同
視
聴
覚
機
器
の
活
用

例
文
化
講
演
会
の
活
用

①
同
和
教
育

国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
学

校
@
家
庭
・
社
会
の
連
携
を
密
に

し
た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
村
民
が
進
ん
で
取
り
組
む
同

和
教
育
を
推
進
す
る
。

同
学
級
・
講
座
で
の
学
習
会

附
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

同
同
和
教
育
指
導
訪
問

同
広
報
・
資
料
な
ど
の
配
布

同
調
査
活
動

①
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
帯
意
識
づ
く
り
と
健
康
ゃ
つ
く
り

に
つ
と
め
る
。

同
ク
ロ
ツ
ケ

l
大
会

附
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

同
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大
会

同
県
民
体
育
祭
郡
大
会

岡
県
民
体
育
祭
管
内
大
会

同
第

M
回
村
民
運
動
会

岡
高
齢
者
運
動
会

例
卓
球
大
会

例
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会

同
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

同
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
講
習

料
パ
ン
パ

i
講
習

※

5
つ
の
呼
び
か
け
!
」

、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う
e
一

(
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
に
で
も
)

、
時
聞
を
守
ろ
う

(
決
め
ら
れ
た
時
間
の
厳
守
)

、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

(
生
活
の
む
だ
・
む
り
・
み
え
を
な
く
し
て
)

、
地
域
を
美
し
く
し
よ
う

(
美
し
い
花
の
咲
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
)

5
、
ス
ポ
ー
ツ
に
す
す
ん
で
参

加
し
よ
う

(
健
康
ホ
つ
く
り
は
み
ず
か
ら
の
手
で
)

髄随 1211 11未 1010 9 7 6 5 
時 時月月月定月月月月月月

分
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

ふ
る
さ
と
の
宿
落
成

式
典

7
月

1
日

1
訂
日
え
ひ
め
ク
リ

i

ン
運
動
月
間

6
月
四
日

6
月
幻
日

7
月
2
日

ふ
る
さ
と
の
宿
オ
ー

プ
ン

村
内
一
斉
清
掃
デ

l

文
化
講
演
会

成
人
式

ふ
る
さ
と
祭
り

7
月
3
日

7
月
5
日

8
月
M
日

8
月
刊
日

※
グ
ふ
る
さ
と
の
宿
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
ご
案
内

入
芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト

V

カ

と

き

7
月
2
日
夜

7
時

1

大
と
こ
ろ
河
辺
中
学
校
体
育
館

食
入
場
無
料

※ 

。
、
ふ
る
さ
と
の
祭
り
。

の

ご

案

内

交

と

き

8
月
H
日

4
時

1

人
以
と
こ
ろ
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

「

O
カ
ラ
オ
ケ
大
会

一
O
夜

庖

」

o
歌
謡
シ
ョ
ー

↑

0
納
涼
盆
お
ど
り
大
会

/

O
花
火
大
会

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
/
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り
ま
す
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
二
げ
ら

仮
名
。
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り

優
し
さ
を
表
し
、
優
し
さ
あ
ふ
れ

る
理
想
の
郷
河
辺
を
つ
く
る
会
社

と
し
て
地
域
活
性
化
の
一
翼
を

担
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
社
の
当
初
計
画
は
、
資
本
金

四
O
O株
二

O
、

0
0
0千
円
で

し
た
が
、
村
内
外
よ
り
多
数
の
皆

様
の
御
賛
同
を
得
て
、
五
二

O
株

一
二
ぺ

C
C
C千
円
の
資
本
金
と

な
り
ま
し
た
。

会
社
の
目
的
は

ハ
門
特
産
品
の
研
究
開
発

同
農
林
産
物
、
そ
の
他
特
雇
川
市

及
び
み
や
げ
物
の
販
売

国
簡
易
宿
泊
描
設
及
び
食
堂
の

経
営

岡

観

光

事

業

同
演
劇
、
映
爾
そ
の
他
各
種
輿

m

菜
阿
ス
ポ
ー
ツ
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

施
設
等
、
体
育
施
設
の
経
営

側
英
会
話
教
室
な
ど
の
学
習
塾

及
び
各
種
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
の
経
営

円
上
記
に
附
帯
す
る
ふ
切
の
業

務以
上
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組

む
計
画
で
す
の
で
、
今
後
、
村
民

の
皆
様
の
会
社
と
し
て
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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dv
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守、
y
ャ、ッ
dv
、7ι
v
d
ノ&町、句ノル
1
句/ャ、切ノ齢、、今

と
、
い
つ
の
ま
に
か
利
口
に
野

菜
が
置
い
て
あ
る
こ
と
等
・
:
。

今
も
変
わ
ら
ぬ
隣
り
組
の
情
け

に
感
激
し
た
こ
と
で
し
た
。
私

に
は
こ
の
よ
う
な
い
つ
で
も
昔

を
偲
ぶ
こ
と
の
出
来
る
温
か
い

故
里
が
あ
る
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
い
ま
す
。

我
が
家
の
小
さ
な
庭
に
は
春

闘
ゃ
な
で
し
こ
等
い
ろ
ん
な
粧

1
1
1
1
1吋
物
が
河
辺
か
ら

ず

欝

一

引

っ

越

し

時

つ

い

い

一

f:言
一
て
、
同
季
折
々
私

が
り
)
丸
町
一
一
を
慰
め
て
く
れ
て

芳、

1
1一
い
ま
す
。
そ
の
地

J
¥
ぐ

一

に

い

た

時

は

何

と

菖
一
一
J

T

一
い
う
三
と
も
な

11
出
一
か
っ
た
竹
の
子
や

1
釦
山
一
蕗
の
味
、
頁
冬
に

日

旧

巾

一

よ

く

見

ら

れ

た

小

沖

(

大

一

川

の

岸

辺

に

咲

い

1
1
1
1
L
た
氷
の
花
の
透
き

通
っ
た
輝
き
、
当
然
の
こ
と
な

が
乙
何
の
感
慨
も
も
た
ず
渡
っ

た
屋
根
橋
等
が
、
今
で
は
こ
よ

な
く
尊
い
雫
で
あ
り
諮
り
に
思

え
る
の
で
す
。
ど
う
か
河
辺
に

し
か
な
い
数
々
の
文
化
遺
産
が
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
が
永
久
に

守
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

O
咲
き
出
で
し
我
が
さ
庭
辺
の
春

蘭
に
思
ひ
を
馳
せ
ぬ
河
辺
の
一
軍
に
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文
化
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保
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審
議
会
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四
名
)

会
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大

森

高
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(
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)
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竹
内
館
報
編
集
委
員
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四
名
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戸

間

薫

明

@

福

桝

明

昭

佐

川

文

彦

・

梅

木

良

照

大
体
育
指
導
委
員
(
四
名
)

富
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忠
寿
(
パ
レ
し
ホ
i
ル
)
(
新
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今
年
度
の
各
種
役
職

委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
凶
申
し
上
げ

ま
す
。

す
公
民
館
運
営
審
議
会

(
十
三
名
)

会

長

向

井

副
会
長

ぽ
く
を
だ
め
に
し
な
い
で

今
朝
、
た
だ
し
君
は
少
し
頭
痛

が
し
て
気
分
が
す
ぐ
れ
ま
ぜ
ん
。

お
月
さ
ん
に
話
し
ま
し
た
が
、
お

母
さ
ん
は

「
今
日
は
、
算
数
の
テ
ス
ト
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
が
ん
ば
っ
て
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
。
」

た
だ
し
君
は
、
が
ま
ん
し
て
学

校
へ
行
き
ま
し
た
。
家
に
帰
る
と
、

待
ち
う
け
て
い
た
お
母
さ
ん
は
、

…
「
テ
ス
ト
は
ど
う
だ
つ
た
o
」

ア

第 81号

敏
(
百
竹
)

藤
田
豊
寿
(
野
球
)
(
再
)

高
木
昭
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)
(
再
)

中
津
博
文
(
ソ
フ
ヒ
ボ
l
ル
)
(
新
)

寸
分
舘
長
(
四
名
)

植
松
分
館
長
富
永
順
一
(
再
)

坂
本
分
館
長
宵
本
吉
生
(
再
)

大

伍

分

館

長

花

岡

努

(

再

)

北

平

分

館

長

梅

木

正

(

新

)

女
青
年
会
議

議

長

谷

本

寿

幸

(

再

)

副

議

長

二

宵

光

恵

(

新

)

副

議

長

山

本

五

月

也

(

新

)

事

務

局

長

樽

井

恒

(

新

)

安
婦
人
会

会

長

北

川

照

子

(

再

)

副

会

長

神

山

恵

美

子

(

再

)

副

会

長

加

茂

良

子

(

再

)

植
松
分
会
長
船
田
久
美
佳
(
再
)

と
た
ず
ね
ま
し
た
。
体
の
こ
と
は

何
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
ス
ト
が
返
さ
れ
ま
し
た
。
出

点
で
す
。
お
母
さ
ん
は
、
少
し
が
っ

か
り
し
た
顔
を
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
た
ず
ね
ま
し
た
。

「
お
さ
む
君
は
何
点
、
だ
っ
た
の
。

お
と
な
り
の
ゆ
き
子
ち
ゃ
ん
は
?
。
」

「
あ
ん
な
子
に
も
負
け
る
な
ん
て
。
」

だ
汚
し
君
は
ゅ
う
う
つ
で
す
。

い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
ほ
め
ら
れ

ま
せ
人
。
そ
し
て
、
い
つ
も
友
達

の
点
を
聞
か
れ
る
か
ら
で
す
。

お
母
さ
ん
ノ
・
あ
な
た
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
よ
そ
の
子
と
比
べ
る

)
 

の
"
A
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坂
本
分
会
長
小
川
楽
栄
(
再
)

大
杭
分
会
長
梅
木
キ
ヨ
カ
(
再
)

北
平
分
会
長
寿
野
一
子
(
再
)

す
老
人
ク
ラ
ブ

会

長

本

田

一

(

再

)

副

会

長

松

井

満

寿

雄

(

再

)

植
松
ク
ラ
ブ
会
長
高
橋
武
夫
(
新
)

坂

本

刀

月

熊

野

政

六

(

新

)

大
伍
刀
刀
松
井
満
寿
雄
(
再
)

北

平

刀

万

本

田

一

(

再

)

女
連
合
P
T
A

会

長

古

野

車

問

弘

副

会

長

梅

木

良

照

副
会
長
露
内
テ
ル
子

副

会

長

水

本

勝

好

交
区
長
会

会

長

岡

林

副

会

長

菊

池

進寛

ま
せ
ん
か
。

知
ら
ず
知

が
子
の
輝
き

ん
か
。ひ

と
の
心

係
を
ゆ
が
め

い
で
し
ょ
う

や
さ
し
く

痛
み
や
苦
し

子
ど
も
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

(
同
和
教
育
協
議
会
河
辺
支
部
)
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終

戦

よ
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他
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行

一

一

四
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余

年

経
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知

る
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な

し

上

林
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シ
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一

一

¥
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つ
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歌

会

の

席

に

在
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h
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一

亨

一

君

の

み

歌

を

繰

り

返
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詠

む

戸

間
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底

冷
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堂
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静

ま

り

て
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卒

業

生
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の

今

入

ら
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と

す

佐

伯
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中

老

い

し

身
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別

れ
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れ
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Z

一
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川
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人
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ぎ

わ

生

き

ざ

ま

語

る

佐

伯

君

子

一
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五

唾

海

峡

の
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ず

の

名

残

り
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き

淘
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一

一

白

蛇
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如

く

た

ゆ

た

い

て

お

り

増

本

喜

久

男

監

一

生

涯

の

み

に

く

き

こ

の

身

ひ

き

ず

り

て

一

平

明

日

を
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き

ぬ

く

人

の

手

を

か

り

大

場
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副

会

長

清

水

道

則

(

再

)

支
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

大

野

喜

久

雄

副
会
長
神
山
恵
美
子

副

会

長

岡

林

寛

副
会
長
大
久
保
末
広

(
再
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
再
)

(
再
)

「
い
よ
じ
号
」
巡
回
図
書
の

年
間
計
画
じ
つ
い
て

日
頃
、
公
民
館
図
書
や
県
立
図

書
館
巡
回
関
害
を
ご
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

河
辺
公
民
館
に
配
本
さ
れ
る
年

間
計
両
の
期
日
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

第
1
回
目

1
6月
四
日

第
2
回
目

1
9月
日
日

第

3
回
目

i
ロ
月
8
日

第
4
回
目

1
3月
四
日

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
新
)

(
新
)

(
新
)

(
新
)
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R
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真
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〈
五
十
崎
町
〉
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お
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や
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申
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上
げ
ま
す
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